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OSHIROX 試験報告書 
 

【試験名称および概要】 

試験名称: OSHIROXベースカラーに水性フッ素クリヤー仕様を施したモルタル板試験体の
メタルハライドウェザーメーター促進耐候評価 

 
試験概要:  
目的：提出試料の促進耐候性試験前後での変化を評価すること。 
方法：OSHIROX 仕様で塗装したモルタル試験体をメタルハライドウェザーメーターに供
し、250 時間ごとの促進サンプルを作成、それぞれの色、光沢、接触角を測定する。 
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【促進耐候性試験】 
試験機  岩崎電気株式会社 アイスーパーＵV テスター SUV-W161 
試験方法 照射＋降雨 
放射照度 1500W/㎡ 
照射条件 BP63℃±3℃ 50％RH±5％RH 
試験時間 合計 1000 時間 
試験場所 大阪産業技術研究所（和泉市） 
 
【色差測定】 
試験機  コニカミノルタ カラーリーダー CR-20 
表色系  L*a*b* 
測定結果 試験体中央３か所測定値の平均 
測定場所 株式会社 OSHIROX 
 
【光沢測定】 
試験機  堀場製作所 グロスチェッカー IG-331 
測定条件 60°鏡面光沢度 
測定結果 試験体中央３か所測定値の平均 
測定場所 株式会社 OSHIROX 
 
【接触角測定】 
試験機  協和界面科学 CA-X150 型 
測定条件 24.5℃ 湿度 40%RH（実測） 蒸留水 1 ㎕着滴 
測定値  試験体の端から 1cmを除いた部分 5か所測定値の平均 
測定場所 大阪産業技術研究所(森之宮センター) 
 
 
 
 
 
 

株式会社 OSHIROX 

    〒559-0011 大阪府大阪市住之江区北加賀屋 4-1-55 

    E-mail: info@oshirox.jp 

    Web: http://oshirox.jp 

http://oshirox.jp/
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1. 目的 

OSHIROX カラー仕様モルタルの促進耐候性確認 

 

2. 試験体作成 

１．ISO 基準砂をもちいた 25*50*50(mm)のモルタル板を 5個用意し、底面および底面
から 10mm程度をエポキシ塗料でマスキングを行った。 

２．後記のとおり上面（試験面）を塗装し、２週間室温養生を行った。 
３．試験体にそれぞれ、①A、①B、①C、①D、①Hの記号を割り振った。 

 

3. メタルハライドウェザーオメーター 

試験体①A～①Dを、メタルハライドウェザーオメーターに供し、 
約２５０時間時点で試験体①Aを試験機から取り外し、 
約５００時間時点で試験体①B を試験機から取り外し、 
約７５０時間時点で試験体①Cを試験機から取り外した。 

 

４．評価 

  ５つの試験体を各測定装置により測定し評価を行った 
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試験日程 
令和 3 年 
 
2 月 7日 OXC-EPO    刷毛塗装 
2 月 8日 OXC-WCC 新 FFSオレンジ 3分艶 ローラー塗装（２回 工程間 4時間） 
2 月 9日 OXC-WPM    ローラー塗装 
2 月 11 日 OXC-WF 艶有   ローラー塗装 
―室温養生（２週間）― 
2 月 25 日 メタルハライドWOM 開始 
3 月 9日 試験体①A 取り外し 
3 月 19 日 試験体①B 取り外し 
3 月 30 日 試験体①C 取り外し 
4 月 12 日 メタルハライドWOM 終了 色 光沢 測定 
4 月 16 日 接触角 測定 
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結果 

１、色差 測定 
  L* a* b* ΔE*ab 

（①H 基準） 

①H ブランク試験体 60.0  16.8  24.0    
①A 250 時間促進試験体 59.4  16.7  22.4  1.71  
①B 489.6時間促進試験体 59.2  16.9  21.9  2.25  
①C 750 時間促進試験体 59.3  16.8  21.9  2.21  
①D 1000 時間促進試験体 60.0  16.3  21.1  2.94  

 
２、光沢 測定 

  光沢 
(60°) 

光沢保持率 
（①H 基準） 

①H ブランク試験体 29.0   
①A 250 時間促進試験体 26.0 89.7% 
①B 489.6時間促進試験体 26.0 89.7% 
①C 750 時間促進試験体 28.3 97.7% 
①D 1000 時間促進試験体 24.7 85.1% 

 
３、接触角 測定 

 
  接触角 標準偏差 

①H ブランク試験体 89.7  1.4  
①A 250 時間促進試験体 94.4  1.9  
①B 489.6時間促進試験体 87.4  1.3  
①C 750 時間促進試験体 79.0  2.9  
①D 1000 時間促進試験体 75.9  1.8  
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  4、外観写真 
 
①H ブランク試験体           ①A 250 時間促進試験体 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
①B 489.6時間促進試験体        ①C 750 時間促進試験体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①D 1000 時間促進試験体 
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4. 考察 

OSHIROX カラー、水性フッ素クリヤーコーティング仕様の経年による変化についてメ
タルハライドウェザーオメーターによる促進試験を行い評価した。 
 
色差については、促進時間とともに多少の退色はあるが、1000 時間で色差ΔE*ab が 3
程度となった。これは離間比較においてはほとんどの人が同じ色と認識する範囲内であ
り、経時比較においては色の違いをほぼ認識できない色差である。 
 
光沢については、1000 時間促進試験体においてもブランク試験体の 85%以上の光沢を
保持しており、クリヤー塗膜の明確な劣化は発生していないと評価できる。 
 
接触角についても、多少上下はあるものの 1000 時間促進試験体とブランク試験体の比
較で大きな変化は認められない。 
 
上記より、ベースカラー（今回試験色）、クリヤートップコートとも、メタルハライドウ
ェザーオメーターによる 1000 時間の促進耐候性試験前後において、明確な色の変化、
クリヤーの白化等、塗膜の劣化、外観にかかる不良は見られず、長期にわたる美観の保
持が期待できる。 
 
 
 
 

 
 
 
以上。 

      
     

 
 
 

 
 令和 3年 5 月 7 日 

 OSHIROX研究開発部 
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